
秋
津
地
区
文
化
祭

　

秋
津
地
区
文
化
祭
は
10
月
27

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
は「
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
」

「
作
品
展
示
」「
出
店
」
の
３
部
門

で
構
成
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

は
地
元
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
ゴ
ス
ペ
ル
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
り
、
津
軽
三
味

線
愛
好
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
迫
力

あ
る
演
奏
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
台
風
19
号
災
害
が

あ
り
、
秋
津
文
化
祭
実
行
委
員

会
で
は
出
店
の
売
上
金
を
義
援
金

と
し
て
市
に
寄
付
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、各
種
お
礼
に
「
ｉ

カ
ー
ド
」
の
商
品
券
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
26
日
・
27
日
木
島
公
民

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

木
島
地
区
一
周
駅
伝
大
会
・
獅
子

舞
披
露
な
ど
屋
外
の
行
事
は
台

風
19
号
に
よ
る
被
害
等
を
考
慮

し
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
館
内

で
開
催
し
た
美
術
展
で
は・
絵
画
・

写
真・手
芸
、ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー・

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
・
絵
手

紙
・
俳
句
・
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
力

作
と
保
育
園
・
木
島
小
学
校
・
養

護
学
校
の
作
品
も
展
示
で
き
、
訪

れ
た
方
々
は
足
を
止
め
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
27
日
に
は
、
食
文
化

の
会
の
方
々
に
よ
る
「
す
い
と
ん
」

が
大
好
評
で
、
皆
さ
ん
素
朴
な
美

味
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
に

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
二
一
九

人
が
参
加
さ
れ
、
二
日
間
と
も

サ
ー
ビ
ス
で
提
供
し
た
た
こ
焼
き

と
綿
あ
め
も
盛
況
で
多
く
の
方
に

ご
来
場
頂
き
賑
や
か
な
文
化
祭
と

な
り
ま
し
た
。

瑞
穂
地
区
文
化
祭

　

10
月
27
日
、
地
域
に
元
気
を

届
け
よ
う
と
瑞
穂
地
区
文
化
祭

が
、
瑞
穂
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
駅
伝
大
会
は
、
全
11
チ
ー

ム
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
、『
富
田

チ
ー
ム
』
が
優
勝
、『
北
瑞
Ａ
』・『
神

戸
』
が
２・３
位
と
続
き
ま
し
た
。

菊
花
展
が
会
場
入
口
を
彩
り
ま
し

た
。
当
日
は
小
雨
の
う
ち
に
、
多

く
の
地
区
民
が
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
、
各
種
催
し
物
や
展
示
品

の
見
学
、
食
堂
の
う
ど
ん
等
を
楽

し
み
な
が
ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
大
抽
選

会
等
に
参
加
し
て
一
日
を
楽
し
み

ま
し
た
。
２
週
間
前
に
こ
の
地
域

を
襲
っ
た
台
風
19
号
災
害
か
ら
立

ち
直
る
べ
く
、
多
く
の
団
体
の
皆

様
の
ご
協
力
で
今
年
の
文
化
祭
が

終
わ
り
ま
し
た
。

柳
原
地
区
文
化
祭

　

10
月
26
日
・
27
日
、
柳
原
地

区
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
趣
味
の
作
品
展
に
は
数
多

く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出
展
さ

れ
、
企
画
展
で
は
ふ
る
さ
と
館
か

ら
お
借
り
し
た
小
佐
原
遺
跡
出
土

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
26
日
の

国
際
交
流
員
リ
ア
ン
に
よ
る
「
ク

モ
と
踊
ろ
う
！
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

動
物
た
ち
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
に
は
、

ち
び
っ
子
た
ち
が
ク
モ
の
巣
を

作
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。

　

続
く
27
日
に
は
地
区
駅
伝
大

会
が
行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
も
と
８

チ
ー
ム
の
選
手
が
柳
原
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
会
場
で
は
、

餅
つ
き
に
Ｊ
Ａ
の
収
穫
祭
で
賑
わ

い
、
わ
た
あ
め
や
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー

ム
に
は
子
供
た
ち
の
長
い
行
列
が

で
き
ま
し
た
。

　

地
区
駅
伝
の
結
果
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
正
規
チ
ー
ム
】

優
勝　
　

南
条
Ａ　
チ
ー
ム

準
優
勝　

藤
ノ
木　
チ
ー
ム

３
位　
　
山
口　
チ
ー
ム

【
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
】

優
勝　
　
四
ツ
屋　
チ
ー
ム

外
様
地
区
文
化
祭

　

10
月
26
日
・
27
日
に
外
様
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

26
日
の
前
夜
祭
で
は
、
飯
山
市

駅
伝
大
会
（
中
止
）
に
向
け
て
毎

日
練
習
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
、
皆
勤
賞
・
精
勤
賞
な

ど
の
地
区
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
を
担
う
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
地
域
の
方
々
に
紹
介
す
る

貴
重
な
一
シ
ー
ン
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
次
回
大
会
へ
の
力

強
い
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
は
顔
戸
区
の
神
楽
の
披
露

で
文
化
祭
の
幕
が
開
き
、
恒
例
の

ふ
る
ま
い
餅
は
今
年
、
区
長
会
に

つ
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
屋
外

で
は
、
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
み
ゆ

き
ポ
ー
ク
が
メ
イ
ン
の(

株)

と

ざ
ま
の
収
穫
祭
や
Ｊ
Ａ
祭
な
ど
も

同
時
に
行
わ
れ
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
お
馴
染
み
の
ス
ス
キ
の
バ
ッ

タ
や
蜜
ろ
う
キ
ャ
ン
ド
ル
、
と
ん

ぼ
玉
作
り
に
、
水
道
管
を
用
い
た

尺
八
作
り
も
加
わ
り
ま
し
た
。
室

内
で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の

方
々
の
作
品
が
並
び
、
保
健
補
導

員
会
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
あ
っ
て
、

降
雪
期
を
控
え
た
秋
の
ひ
と
と

き
、
地
域
や
自
身
に
思
い
を
巡
ら

せ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

常
盤
地
区
文
化
祭

　

10
月
27
日「
常
盤
地
区
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
19
号

災
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
で
き
る

範
囲
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
日
赤
奉
仕
団
に
よ

る
バ
ザ
ー
、
保
健
補
導
員
会
に
よ

る
「
村
の
保
健
相
談
室
」、
昭
和

58
年
水
害
時
の
ビ
デ
オ
上
映
等
お

こ
な
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

展
示
で
は
小
中
学
生
の
作
品
の

ほ
か
、
趣
味
の
作
品
な
ど
数
多
く

の
出
展
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

別
に
飯
山
高
校
甲
子
園
出
場
記

念
展
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
専
門
部
員
に
よ
る

メ
ダ
カ
す
く
い・
型
抜
き
・
カ
レ
ー

販
売
を
行
い
日
赤
奉
仕
団
バ
ザ
ー

売
上
金
と
併
せ
て
台
風
19
号
災

害
義
援
金
と
し
て
寄
附
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

太
田
地
区
文
化
祭

　

10
月
27
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

地
区
の
方
の
作
品
展
示
に
加
え
、

踊
り
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を
行
い
、
多

く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
お
借
り
し
て
展
示
し
た
作
品
は

ど
れ
も
手
の
込
ん
だ
も
の
や
日
頃

の
努
力
の
賜
で
出
来
上
が
っ
た
作

品
ば
か
り
で
し
た
。

【
写
真
】
１ 

常
盤
公
民
館
文

化
祭
に
設
置
さ
れ
た
義
援
金

募
金
箱
、
２ 

外
様
地
区
文

化
祭
で
の
ふ
る
ま
い
餅
、
３ 

太
田
地
区
文
化
祭
、
４ 

秋

津
地
区
文
化
祭
ふ
れ
い
あ
い

音
楽
祭
、
５ 

瑞
穂
地
区
駅

伝
ス
タ
ー
ト
、
６ 

木
島
地
区

文
化
祭
作
品
展
示
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飯山の文化財

20

「なぎがま」「ないがま」とよば
れる。蛇のシンボルであり、諏
訪信仰特有の呪具と考えられる。
五束に伝わる古記録などから、
かつて「境祭り」と呼ばれる神
事がおこなわれ、その際に神木
に薙鎌が打ち込まれたものと推
測される。市指定文化財。

健御名方富命彦神別神社の
薙鎌

令和元年（2019）　11月15日発行
発行・編集：市民学習支援課

各 地 域 で 文　化 祭・駅 伝 が 開 催！
１
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４
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昭
和
52
年
６
月
、
小
菅
に
転
居

し
て
来
ま
し
た
。
私
が
30
歳
の
時

で
す
。
あ
れ
か
ら
41
年
、
私
も
71

歳
に
な
り
ま
し
た
。
団
塊
の
世
代

の
私
が
当
地
に
来
た
と
き
は
同
世

代
の
人
達
が
大
勢
い
て
、
子
ど
も

達
も
多
く
、
園
児
に
小
学
生
、
中

学
生
、
高
校
生
と
そ
れ
は
、
そ
れ

は
、賑
や
か
で
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

東
小
学
校
の
運
動
会
、
第
二
中

学
校
の
文
化
祭
、高
校
の
文
化
祭
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ー
大

会
と
、
忙
し
く
も
賑
や
か
だ
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。「
楽
し
い

集
い
」、「
球
技
大
会
」、「
運
動
会
」、

「
文
化
祭
」
と
大
変
楽
し
く
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
子
ど
も
達
も
高
校
を
卒
業

後
、
就
職
に
進
学
に
と
故
郷
を
離

れ
て
い
き
、
家
に
帰
っ
て
来
る
の

は
お
盆
と
正
月
く
ら
い
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
地
域
行
事
の
参

加
も
今
で
は
「
楽
し
い
集
い
」、「
文

化
祭
」
だ
け
に
な
り
淋
し
い
か
ぎ

り
で
す
。

　

瑞
穂
11
集
落
、
人
口
の
多
い
少

な
い
に
係
わ
ら
ず
、
ま
た
年
齢
、

体
力
に
左
右
さ
れ
な
い
、
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
（
運
動
）
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

悪魔と契約をかわしたファウスト博士の苦悩と破滅を紙芝居と朗読で舞台上演します。ご来場ください。
日時：12月14日（土）　14:00 開演（開場13:30）場所：文化交流館なちゅら（特設ステージ）入場無料
お問合せ：飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311（火曜日を除く9 時～22 時）

玉川太福独演会浪
曲

料　金 一般2,000円/20歳以下1,000円（全席自由、当日券は各500円増）
・未就学児の入場はご遠慮ください。
・混雑の際はチケットに記載されている整理番号順に御入場
頂きますのでお早めにお買い求めください。

販売所 飯山市文化交流館なちゅら窓口

主　催 飯山市・飯山市教育委員会

お問合せ
予約

飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311（火曜日を除く9 時～22 時）
bunkakouryu@city.iiyama.nagano.jp
※メールにて予約を希望される方は、タイトル（標題）に「11/30
浪曲予約」と記載いただき、本文に①お名前（フルネーム）②ご
予約された方の連絡先③チケット枚数（一般と20 歳以下の別を
明記）④お連れ様のお名前、をご記入の上送信してください。

『紙芝居＆朗読劇による「ファウスト」』上演のお知らせ

開演 14:00 開場 13:30

飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）
2019.11.30

浪曲に新時代来たる！演芸会のワンダーボーイ、玉川太福！

（土）

友
の
会
研
修
視
察

　

10
月
23
日
、
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
高
岡
市
勝
興
寺
・

国
宝 

瑞
龍
寺
と
見
学
し
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
前

田
家
・
佐
々
成
政
、
佐

久
間
盛
政
、
豊
臣
、
柴

田
勝
家
、
上
杉
等
の
戦

乱
の
歴
史
が
説
明
で
裏

付
け
ら
れ
ま
し
た
」「
ガ

イ
ド
の
説
明
も
分
か
り

や
す
く
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
大
変
収
穫

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど

感
想
が
あ
り
、
歴
史

に
触
れ
る
充
実
し
た

一
日
に
な
り
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
館
友
の
会

12月7日（土）
第7回「年賀状用消しゴムハンコ作り」

開催日 ： 毎月第一土曜日 午前10 時 ～11 時 30 分
対象 ： 市内小学生 20 名（保護者の付き添いも可）
参加費 ： 各回 200 円～300 円

参加費：200 円 / 講師：山本伊都子さん
申込締切：11月29日（金）

ふるさと館
マンスリースクール平成31年度春季企画展

「いいやまの手仕事展」
に併せて図録を作りまし
た。
わらぐつの作り方や講師
の昔話など掲載していま
す。お手にとってご覧に
なりませんか。

〈図録のお知らせ〉

【定価：300 円】

お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎67-2030
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瑞
穂
地
区
　
吉
原
　
一
男

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

公
民
館
事
業
で

地
域
を
賑
や
か
に

田
家
・
佐
々
成
政
、
佐

久
間
盛
政
、
豊
臣
、
柴

田
勝
家
、
上
杉
等
の
戦

乱
の
歴
史
が
説
明
で
裏

付
け
ら
れ
ま
し
た
」「
ガ

イ
ド
の
説
明
も
分
か
り

や
す
く
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
大
変
収
穫

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど

感
想
が
あ
り
、
歴
史

に
触
れ
る
充
実
し
た



飯

山

◇
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

　

10
月
20
日
飯
山
市
公
民
館
と
共

催
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
台
風

19
号
災
害
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◇
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
む
け
て
、
木
の

実
で
作
っ
た
本
格
的
な
リ
ー
ス
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
写
真
は
昨

年
作
っ
た
リ
ー
ス
で
す
）

・
期
日　

12
月
７
日
㈯

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

・
場
所　

飯
山
市
公
民
館

・
参
加
費　
２
０
０
円

・
定
員　

30
名(

小
学
３
年
生
ま
で

は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す)

・
締
切　

11
月
25
日
㈪
ま
で

・
申
込
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

秋

津

◇
第
３
回「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
」

“
ふ
わ
ふ
わ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ル

を
作
り
ま
し
ょ
う
”

　

10
月
19
日
に
育
成
会
と
公
民

館
共
催
の
第
３
回
「
み
ん
な
で
遊

ぼ
う
」
が
25
名
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
、
北
信
地
域
で
栽
培
さ
れ

た
綿
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
羊
毛
フ
ェ

ル
ト
と
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
て

か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
が
で
き
ま

し
た
。
秋
津
地
区
文
化
祭
に
も
出

展
し
好
評
で
し
た
。　

◇
「
男
の
料
理
教
室
」

　

秋
津
公
民
館
で
は
、
男
性
の
豪

華
で
簡
単
な
「
男
の
料
理
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
教
室
終
了
後
試

食
会
も
予
定
し
ま
す
。

・
期
日　
12
月
15
日
㈰
午
後
３
時
〜

・
参
加
費　
５
０
０
円

・
試
食
会
の
飲
み
物
は
各
自
持
参

く
だ
さ
い
。

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

柳

原

◇
柳
原
地
区
人
権
同
和
学
習
会

　

11
月
14
日
、
柳
原
公
民
館
に
て

飯
山
市
公
民
館
長
の
小
林
芳
裕

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
満

蒙
開
拓
団
と
人
権
」
に
つ
い
て
人

権
同
和
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
で
人
権
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

富

倉

◇ 

富
倉
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
６
日
、
長
峰
運
動
公
園

に
お
い
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
富
倉
は
朝
か

ら
本
降
り
の
雨
で
し
た
が
、
会
場

の
長
峰
で
は
雨
に
あ
う
こ
と
も
な

く
、
参
加
者
17
名
が
楽
し
く
最

後
ま
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

優　

勝　
小
野　

功
（
倉
本
）

準
優
勝　
片
山
治
夫
（
中
谷
）

第
三
位　

丸
山　

勉
（
倉
本
）　

外

様

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
集
い
「
し

め
縄
を
作
ろ
う
」

　

自
分
で
作
っ
た
し
め
縄
で
令
和

初
の
お
正
月
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
、
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

・
期
日　
12
月
８
日
㈰
午
前
９
時
〜

・
場
所　

外
様
公
民
館

・
問
合
先　

外
様
公
民
館

☎
62
１
０
２
９

　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　常

盤

◇
「
村
史
と
き
わ
」
を
読
む
会

開
催

　
昭
和
43
年
に
発
行
さ
れ
た
「
村

史
と
き
わ
」
に
は
、
常
盤
地
区
が

現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
が
す
べ

て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
執

筆･

編
纂
を
さ
れ
た
故
河
内
八
郎

先
生
は
、｢

常
盤
の
人
が
常
盤
を
知

る
こ
と
が
大
切｣

が
口
癖
で
し
た
。

　
３
年
目
と
な
る
今
回
は
10
月
23

日
と
30
日
の
２
回
に
わ
た
り
、「
生

活
と
信
仰
」
と
「
千
曲
水
害
」
に

つ
い
て
、
講
師
の
常
盤
井
智
行
さ

ん
に
補
足
を
い
た
だ
き
な
が
ら
参

加
者
14
人
全
員
で
読
み
解
き
ま
し

た
。
昭
和
20
年
の
水
害
に
つ
い
て
、

当
時
の
体
験
者
も
参
加
し
て
い
ま

し
た
の
で
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
学
習
会
で
す
。

◇
「
と
き
わ
塾
」
講
演
会

　

今
年
は
熊
の
出
没
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
年
々
増
加
す
る
野
生

鳥
獣
、
そ
の
生
息
は
拡
大
し
地
域

の
生
活
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
個
人
・
集
落
・
行
政
が

連
携
し
、
野
生
鳥
獣
の
実
態
と
野

生
鳥
獣
に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り

の
実
現
を
目
指
す
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

・
日
時　
11
月
27
日
㈬
午
後
６
時
〜

・
場
所　

常
盤
公
民
館

・
講
師　

信
州
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
研

究
会
長　

岸
元
良
輔 

氏

　

詳
し
く
は
常
盤
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
学
習
講
座
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」

・
期
日　

12
月
21
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜

・
場
所　

常
盤
公
民
館

　

講
師
等
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
常
盤
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
山
を
歩
こ
う
！

　

10
月
20
日
飯
山
市
公
民
館
と
共

催
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
台
風

19
号
災
害
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

岡

山

◇
令
和
元
年
岡
山
運
動
会
の
中

止
に
つ
い
て

　

台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
、
残

念
な
が
ら
岡
山
地
区
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
地
区
公
民
館
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
に

向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
11
日
、
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
し
た
、
み
ん
な

の
お
も
し
ろ
ひ
ろ
ば
第
３
回
「
み

ん
な
で
遊
ぼ
う
ヨ
ー
イ
ド
ン
！
」

が
飯
山
市
子
ど
も
館
「
き
ら
ら
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
17
組
37
名
と
多
く
の

親
子
連
れ
が
参
加
し
た
恒
例
企

画
。
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ

い
に
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
競

技
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
12
月
７
日
㈯
「
お
餅
つ

き
と
お
楽
し
み
会
」で
す
。
現
在
、

申
込
み
受
付
中
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
申
込
先　
　

飯
山
市
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

・
申
込
締
切　

11
月
27
日
㈬　

み
ん
な
の

お
も
し
ろ
ひ
ろ
ば

2019 年度長野県信濃美術館移動展　館蔵コレクション

The NPSAM Collection as Travelers' Archives

2019 年11月23日（土）～12月8日（日）/９：００～１７：００
大人：200 円 / 大学生 100 円 / 高校生以下無料　お問合せ：飯山市美術館　☎ 62-1501

旅行者たちの記録

長野県信濃美術館の学芸員が展示作品の解説を行います。
（定員なし・申込不要）

ギャラリートーク
11月23日（土） １３：００～１４：００ 　

おしゃべりをしながら作品を見て、新しい発見と出会いませ
んか？（定員20 名・申込不要）

おしゃべり鑑賞会
11月23日（土） １4：００～１5：００ 　

長野のアートがカードになった長野版アートゲームであそん
で、オリジナルカードもつくろう！
対象：小学生以上（定員20 名、事前申込制※先着順）
お問合せ・お申込みは長野県信濃美術館 （026-232-0052）
またはHP「ワークショップ・イベント」ページまで

アートゲームであそぼう！つくろう！
11月24日（日） １3：3０～１5：００ 　

長野県信濃美術館学芸員が館蔵コレクションや美術のアレコ
レについてお話しします。信州の水彩画家は全国的にも最も
早い時期に登場します。水彩画の隆盛に貢献し信州に水彩
画を広めた画家たちを紹介します。
（定員20 名・申し込み不要 ※手話通訳付き）

講演会
11月30日（土） １4：0０～１5：００ 　

信濃美術館移動展関連イベント

2425  生涯学習だより / 19.11
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趣　
味
・
実　
用

世
界
中
の
子
ど
も
の
権
利
を
ま
も
る
30
の
方
法

国
際
子
ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー

障
が
い
者
ア
ー
ト

成

田　

孝

大
切
な
親
に
、こ
れ
な
ら「
決
心
」さ
せ
ら
れ
る
！
免
許
返
納
セ
ラ
ピ
ー

志
堂
寺
和
則

２
1
０
０
年
の
世
界
地
図

峯　

陽

一

皮
膚
科
専
門
医
が
見
た
！
ざ
ん
ね
ん
な
ス
キ
ン
ケ
ア
47

安

部

正

敏

大
人
の
読
解
力
を
鍛
え
る

齋

藤　

孝

地
図
帳
の
深
読
み

今

尾

恵

介

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
が
教
え
る
お
ひ
と
り
女
子
が
自
分
を
守
る
た
め
の
本

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ

は
じ
め
て
で
も
よ
く
分
か
る
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
入
門

斉

藤

健

仁

静
か
だ
っ
た
ら
、
学
校
と
同
じ
じ
ゃ
ん

石
田
か
づ
子

悲
し
み
を
力
に

金

澤

翔

子

疲
れ
た
ら
動
け
！

小

林

弘

幸

９
月
１
日

樹

木

希

林

よ　
み　
も　
の

夏
服
を
着
た
恋
人
た
ち

小

路

幸

也

神
を
喰
ら
う
者
た
ち

新

堂

冬

樹

ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ

小

川　

糸

人
間

又

吉

直

樹

祝
祭
と
予
感

恩

田　

陸

逃
亡
小
説
集

吉

田

修

一

生
命
式

村
田
沙
耶
香

人
を
乞
う

あ
さ
の
あ
つ
こ

迷
い
な
が
ら
生
き
て
い
く

五

木

寛

之

「
作
家
」
と
「
魔
女
」
の
集
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
思
い
出

角

野

栄

子

大　
活　
字

骨
を
弔
う

宇
佐
美
ま
こ
と

忍
び
の
乱
蝶

富

田

祐

弘

真
田
幸
村
の
遺
言

鳥

羽　

亮

人
生
は
70
歳
か
ら
が
一
番
面
白
い

弘

兼

憲

史

郷　
土

木
原
正
徳
展 

ひ
と
か
た
ち
ー
野
に
還
る
ー

飯
山
市
美
術
館

文　
庫

交
代
寄
合
伊
那
衆
異
聞 

14
〜
23

佐

伯

泰

英

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

 

　多様性の時代と言われながら、同調圧力の
強い日本。周りの雰囲気に流され、自由に発
言できない「空気を読む」生活に生きづらさ
を感じている人も多いのではないでしょうか。
そもそも「空気」とは何なのか？その正体と
生き苦しさの原因や対処法を分析しています。
中高生だけでなく、モヤモヤした思いを抱え
ていた大人も腑に落ちる内容です。

「
空
気
」
を
読
ん
で
も
従
わ
な
い

　
　
生
き
苦
し
さ
か
ら
ラ
ク
に
な
る

鴻
上 

尚
史　

著　
　

◇ 図書館カレンダー ◇
12/1 日 10:30 ～おはなしひろば
2 月 休館日
3 火
4 水 移動図書館車③温井 ･秋津
5 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
6 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
7 土
8 日 10:30 ～ブックスタート
9 月 休館日
10 火
11 水 移動図書館車①北原 ･常盤
12 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車④太田 ･富倉
14 土
15 日 10:30 ～特別版おはなしひろば
16 月 休館日
17 火
18 水 移動図書館車③温井 ･秋津
19 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
21 土
22 日 10:30 ～おはなしひろば
23 月 休館日
24 火
25 水 移動図書館車①北原 ･常盤
26 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車④太田 ･富倉
28 土
29 日

休館日（年末年始）30 月
31 火

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

◇ 図書館カレンダー ◇

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

岩 波 書 店

絵
本
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い

親
と
子
の
絵
本
講
座

　

10
月
5
日
・
6
日
の
２
日
間
、

図
書
館
を
含
む
学
び
の
エ
リ
ア
６

館
を
会
場
に
、「
見
よ
う
！
学
ぼ

う
！
集
ま
ろ
う
！
学
び
の
エ
リ
ア

秋
ま
つ
り
２
０
１
9
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
各
館
で
は
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
が
計
画
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る

相
乗
効
果
も
あ
り
、
図
書
館
ま
つ

り
に
も
両
日
と
も
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
２
日
間
の
イ
ベ
ン

ト
運
営
で
欠
か
せ
な
い
の
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
存
在
で
す
。
図
書
館

に
縁
の
あ
る
方
々
や
中
学
生
・
高

校
生
も
含
め
、
今
回
も
前
日
準
備

か
ら
当
日
の
運
営
、
後
片
づ
け
ま

で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
初
日
の
朝
は
「
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
市
」
を
目
指
す
方
の
行

列
が
で
き
、
人
気
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
ま
た
、「
子
ど
も

と
大
人
の
お
は
な
し
会
」
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
い
い
や
ま
素

語
り
の
会
の
皆
さ
ん
に
出
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
３
階
多
目
的
室
に
は
大
勢
の
親

子
が
訪
れ
、
お
は
な
し
会
後
の
お

楽
し
み
抽
選
会
と
あ
わ
せ
て
賑
わ

　

も
う
す
ぐ
12
月
。
年
の
終
わ

り
に
向
け
て
徐
々
に
慌
た
だ
し
さ

が
増
す
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
１
年
の
う
ち
で
最
も

ウ
キ
ウ
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
図
書
館
で
は
、
恒
例
の
特
別
版

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
「
ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
手
あ
そ

び
、
お
お
き
な
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
内
容
で
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
に
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
!?

「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」
に
集
ま
ろ
う
!!

　

こ
の
お
は
な
し
会
の
こ
と
を

知
っ
て
、サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
や
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
⁉
）

ぜ
ひ
、
親
子
ご
一
緒
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
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今
年
度
の
「
親
と
子
の
絵
本

講
座
」
を
10
月
10
日
か
ら
の
４
回

講
座
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
延
べ

９
組
の
親
子
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
講
座
で
は
、
読
み
き
か

せ
の
方
法
や
絵
本
の
選
び
方
、
年

齢
に
合
っ
た
絵
本
の
紹
介
な
ど

を
、
実
践
を
交
え
て
、
各
回
ご
と

に
司
書
か
ら
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
の
台
風
19
号
災
害
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
災
害
に
伴
い
、
図
書

館
か
ら
貸
し
出
し
た
資
料（
図
書・

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
）
が
浸
水
に
よ

り
汚
損
、
ま
た
は
紛
失
し
た
場
合

は
、
図
書
館
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。（
場
合
に
よ
っ
て
は
確
認

の
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。）

　
資
料
の
状
態
を
確
認
し
た
う

え
で
そ
の
後
の
処
理
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
、

弁
償
の
取
り
扱
い
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
お
電
話
、
ま
た
は
ご
来
館

の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
、。

台
風
19
号
災
害
で
浸
水
・紛
失
し
た

図
書
館
資
料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ
り
２
０
１
9

図
書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た

　

絵
本
と
子
ど
も
の
関
わ
り
方

や
絵
本
の
選
び
方
の
再
認
識
、「
こ

れ
か
ら
も
っ
と
子
ど
も
に
本
を
読

ん
で
あ
げ
た
い
」、「
読
み
聞
か
せ

が
楽
し
み
に
な
っ
た
」
な
ど
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
前
向
き
な

感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
回
目
の
講
座
に
は
、
職
場
体

験
学
習
に
来
て
い
た
木
島
平
中
学

校
の
２
年
生
も
参
加
し
、
司
書
の

話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
る
様

子
も
印
象
的
で
し
た
。

い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
、

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
、
よ
み
う
り
回

想
サ
ロ
ン
上
映
会
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に
図

書
館
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
来
館
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今年も好評だった「本のリサイクル市」

いいやま素語りの会による「子どもと大人のおはなし会」

◆
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
の

準
備
及
び
開
催
に
伴
い
、
12
月

14
日
（
土
）
午
後
と
15
日
（
日
）

午
前
は
３
階
多
目
的
室
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


